どこへ 行っても、 寄る とさわる と、 ゴゥ バラな 話で 

ある。 

けれども、 一 助の 予感の 通り、 その 曰の 仕事に アブ 

レ たから、 ママ ョ、 と 考えた。 とにかく、 たった 一月 

の 巡業で 六十 円と は大 そうな 話 だ。 手金 十 円 くれる と 

いうから、 だまされても 月に 十 円なら カンカン 虫より 

も 悪く はない。 

そこで 字の 読める 男から 募集 者 の 所番地 をき い て 、 

本牧の チヤ ブ屋 街の 中に ある T ェ ンド K 兄弟 商会 別館 

というの を 訪ねて 行った。 

朝のお そい この 街 はま だ 半分 眠りの 中 だが、 めざす 



紙 を もらった。 達筆な 代筆で 一 ヶ月 後に 帰る と あり、 

十 円 同封して あった。 ところが 一 月す ぎても 一 助 は 帰 

ら ない。 お腹の 子 は そろそろ 生れそう になる し、 お 加 

久は 心配で たまらなく なって、 長屋の 人々 に 相談し、 

警察へ 届けで た。 

そこで 警察から T ェ ンド K 商会の 本牧 別館へ 問い 合 

せる と、 そのような 日本人に 心 当り はない し、 第一 こ 

こに は 西洋人が 住んで る だけで、 日本人が 泊って いた 

こ ともなく、 壮士 芝居に も 心 当りがない。 また、 その 

ような ハ リガ ミを 出した 覚え もない。 という 返事で 

あった。 まことに、 そうであろう。 西洋人の 経営す る 



食料品店 T ェ ンド K 商会が 日本の 壮士 芝居の 俳優 を 募 

集す る 害 はない。 その ハ リガ ミが 事実と しても 誰かの 

イタ ズラ である こと は 明かな よう だ。 

そして、 そのような ハ リガ ミ をた しかに 見た という 

人 もあった が、 また、 その ハ リガ ミを 見て 募集に 応じ 

た チヂレ 毛の 男 も あつ て、 

「そんな ハ リガ ミ をした 覚えがない」 

と T ェ ンド K 商会の 西洋人に 断られて スゴ スゴ 帰つ 

たという 証人 も 現れた。 そして 一助の 失踪 はゥ ャムャ 

になつ てし ま つたので ある。 



らし <、 

「克子 をよ ベ。 はやく、 よべ。 あいつ だけ はま だ、 信 

用が できる はず だ」 

こう 叫んだ。 けれども その 言葉の ように 自分で も 思 

いこもうと 努める 気分になる らしく、 次第に あま リカ 

のこ もらない 眩き になる のであった。 

晴高 はこう 語り 終って、 克 子よりも むしろ 宇佐美 通 

太郎を 見て 苦笑しながら、 

「そのような わけで、 病状が 特別 だから、 御 新婚の あ 

なた 方に お伝え 致す の を 躊躇して おった が、 今と なつ 

ては克 子の 心づ くしの 看病 だけが 頼みの綱。 兄 上の 心 



て、 手 は 骨 だけの ように 小さく 細くな つてい るで はな 
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克子は 兄の 寝顔 を 見つめて、 悪 夢を見つつ ある 思い。 

どれぐ らい 坐って いたか、 それ も 判じが たいような 悲 

しさであった。 せいぜい 三十 分ぐ らいの ものであった 

らしい。 兄 は 目 を さました。 兄の 目が 克子を 見つめて 

まだいぶ か つ ている うちに、 

「克 子です。 御 気分 はいかが です か」 

顔 をよ せて 二 ッコリ 笑い かける と、 宗久 はジッ とみ 

つめて、 うなずいて、 

「克子 か。 そうか、 会いたかった。 ここ は、 どこ だ？」 



たしかめ、 寝台の 下 や 四囲 を 改めた が、 見当ら なかつ 

た。 すでに 叔父た ちが 取リ あげて 隠した のだろう。 そ 

れ はすぐ に 思い当つ たが、 それ を どのように 説明す ベ 

きか、 克子は 時間 を かせぐ ために 空しく 探して いたの 

である。 

克子は 椅子に かけて 兄の 手 をと り、 

「お 兄 さま。 どうして 刀な どが 御 入用な のでし ようか- 

その ヮケ を克 子に 教えて 下さい ませ」 

「ここに はお 前の ほかに 誰も いないね」 

「おりません」 

宗久は 目 をと じた。 総てが メン ドウく さいの か、 自 



その後 も 同じような 噂 を チヨ ィ/ \ 耳 にした が、 今度 

は 下地が できて いるから、 人々 の 遠 まわしの 言い方 も 

よく 意味が 分る。 なるほど。 義兄 や ォレの 結婚に つい 

て、 世間で はそんな 噂が あるの か、 と 思い当った。 そ 

こで この 話を克 子に きかせた。 

克子 もむ ろん 初耳であった。 深窓の 娘に そんな 噂 は 

とどかなかった し、 兄の 結婚に ついても、 シ ノブ を 一 

目 見て 舌 をまい て 敬服した 克 子であった。 西洋で 智徳 

を みが いた 天下の 大 令嬢と 身辺の 者 どもが 噂す る の を 

きき 知ってい たから、 その実 物の まさに さも ありぬ ベ 

き キラ ビヤ 力な 立 居 振舞 を 見て は、 さすがに 大した も 



福になる でしよう。 利 巧な お 姉 さまが きッ とそうして 

下さる でしよう」 

と 考えた。 けれども 兄が 同化す る 風がない ので、 一 

度 は 兄が いけない の だ、 と 思った こと もあった。 

けれども 女主 人 や 侍女た ち は 兄 を 同化 させようと 努 

める 風が なく、 その 離れる に まかせて いる だけで はな 
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「むしろ 突き放して いるよう だ」 

と 克子は 思った。 そして 自分 も 次第につ いて 行けな 

くな り、 頭が痛い とか、 用が あると か 口実 をもう けて、 

自然に 自分 も 女主 人の 食卓から 遠ざか つ てし ま つ た。 



をシッ 力と 見つめて、 

「エルサレム だと？」 

「ちがいました か」 

宗久は 何事 かに 落胆し きった ようだった。 そして 大 

切な 物 をし まいこむ ように、 実に ゆるやかに 目 をと じ 

た。 そして、 いたましい 声で、 眩いた。 

「お前た ち は、 しばらく、 立ち去って くれ。 ォレを 一 

人に してお いて くれ。 ォレが 呼んだら すぐ 来る ことが 

できる ように、 隣リの 部屋に 待って いて くれ。 夜 も 交 

替に 起きて、 ォレの 呼ぶ 声 をき きもら して はならぬ ぞ_ 

ォレの 頭に は、 いま 波が ゆれて いる。 それ を 鎮める た 



もとより シ ノブ は 当時から この 香水 を 愛用して いた _ 

しかし それ はシ ノブ だけの 話で ある。 侍女の キミ 子ら 

がそれ を 身に つけた こと はない。 一 瓶が 二百 円と いう 

驚くべき 高価な 香料 だもの、 いかに 流行と いえ、 第一 

級の 金満家の 夫人 令嬢 以外に は 手のと どかない もので 

あった。 当時の 二百 円 は 戦前の 一万 円に も 当ろう。 今 

なら 何百 万円の 香水で はない か。 

シ ノブ 愛用の 香水 を 侍女が 身に つけて いるの は 意外 

であった。 貴婦人 は その 香水が 己れ 一 人に 独特な の を 

誇る のが 常識で はない か。 だが、 そのような 常識 論よ 

り も、 もっと 奇怪な、 謎の ような 暗合が あるの だ。 



過 を 報告した。 目 を さます たび、 昼夜に かかわり なく 

起リ がちだった 病人の 発作 は、 その 一夜中 起ら なかつ 

た。 

克 子が 兄の 病床へ 龃 けつけ たと き は、 兄 は 妹の 顔 を 

見ても、 その 現実と 幻想との 区別が つかない 状態 だつ 

た。 しかるに その 一 夜のう ちに、 妹に 関する 限り は 幻 

想 は 去り、 いつの 目覚めに も 変り なく 枕頭に 侍って い 

る 妹 を 見て は、 予期した こと を 確かめて 安らぎ を 覚え 

るよう であ つ た。 

「その へんへ フ トン をし いて、 お前 も、 もう やすんで 

j-6 」 



あのと き 彼女が 「分身」 を 感じた の は、 ジ 力に 胸に 

剌 しこんで きた 甚だ 現実的な 知覚に よってであった 害 

だ。 実に ハツ キリした 何 かであった 害で ある。 

実に それが、 その 一晩中、 彼女に は 思いだ す ことが 

できなかった ので ある。 疲れき つていた せいであろう 

か。 それが 一晩中 思いだ せなかつ たという こと も、 そ 

こに ッジ ゥラと 似た ような 何 かの 宿命が あるの かも 知 

t な レ 



の 耳に は 聴き とれなかった ほど 低かった が、 低声 は 兄 

の 生れつきの もので も あるし、 衰弱に よって 甚し くも 

なって いた。 他に 異状 はない。 真実 を 答えれば 足りる 

と 信じ、 そしてた だ 真実 を 答えた 平静 さ。 これ 以上に 

ひととな リ 

聡明な 人為 と 品格 を 表わす 例が 他に ありうる だろう 

かと 克子は 感動して 見 まもった ほどであった。 

ところが、 意外に も、 叔父 は 同じ 物 を 指して、 また、 
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「あれ は、 そなたの 何者で ござる か？」 

しかし、 叔父の 態度 も、 もはや 慌てて はいない の だ。 

むしろ 怒つ ている ように 見えた。 



「たぶん、 叔父の 耳に は 兄の 声が ききとれなかった の 

だろう。 あるいは、 答 を 聞き ちがえた のか も 知れない _ 

モウ ロク して、 お 耳が 遠くな つたの だ わ」 

と、 克子は 考えた。 そして、 安心して 叔父の 指さす 

方 を 見た。 克子 は、 アツ！ と 自分の 叫んだ 声が きこ 

えたよう な 衝動 をう けた。 シ ノブ 夫人の 居た 場所に い 

ま 立つ 人 は 別人な の だ。 侍女 キミ 子で ある。 シ ノブの 

姿 は搔き 消えた 如くに 失われて いた。 

克 子です らも 叫び声 を 発した かと 思う ほど 驚いた の 

だから、 兄のお どろかぬ 害はなかった。 兄 は 身動き も 

しなかった。 ただ、 見つめて いた。 その 顔は克 子の 方 



から は 見えな いが、 脂汗が したたる ような 苦悶の 姿に 

想像され た。 

兄 は 緩慢な 動作で、 ハナで も かむ ように、 両手で 顔 

を 覆うた。 そうする うちに、 冷静 をと リ戻 したよう だ _ 

そして、 それ 以上に 乱れなかった。 兄 は 顔 を 上げて、 

「この 者 は、 妻の 侍女 キミ 子。 しかし、 実は 妻と 同一 

人間です」 

やや 亢奮の せいか、 さッ きよりも 声 は 高く、 ふくら 

みのある 澄んだ 声が 冷たく 張りつ めた 空気 をき りさい 

て 人々 の 耳に 流れ こんだ。 

叔父 は ユック リ うなずいて、 甥の 顔 を きびしく 見つ 



は克 子と 同じように、 第三の 質問 を 受けた 瞬間に、 す 

ベ て を 予知した ようであった。 

宗久 は、 第三の 方 を 形式的に チラと 見た にす ぎな 

かった。 そして 第二の 質問に 答える までの 長い 時間 を 

要する こ ともなく、 また 特に 衝撃 をう けたよう な 挙動 

もな く、 至って 投げ やりに 答えた。 

「あの 者 も、 妻の 侍女の ひとり、 カヨ 子と 申す 者です _ 

しかし、 かの 者 も 実は 妻と 同一人です。 妻シ ノブ、 侍 

女 キミ 子 及び カヨ 子、 三 名の 者 は、 まったく ただ 一人 

の 人間です」 

その 奇妙な 答弁 を 待ち かまえて いたらし い 人々 は、 



同じ 驚き は克 子に もあった。 彼女 も 思わず ハツと し 

て、 叔父の 四 度 指さす 方 を 見た が、 そこに 彼女が 見た 

もの は、 別に 奇が あると も 思われぬ もの、 単に 蛇足に 

すぎない ような ものであった。 

今まで 一 人ず つ 現れて いた 三 名が、 今や 並んで そこ 

に 姿 を 現して いる だけの ことで ある。 すでに 分りき つ 

たこと ではない か。 こんな こと を 今 さらつ けたして ど 

うする つもり か。 まさか オペラの フ イナ— レの 手をェ 

ン マの 庁で も 終幕の 挨拶に 用いて いる わけで も ある ま 
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他の 一 同 も、 今 さらなん のこ ッた、 という 面 持で あつ 



彼 は 視線 を ふりむけた ところに 三人の 女の 姿 を 認め 

たと たんに、 その 中間の 姿勢のと ころで パネが きれた 

ように 停止した。 次に カミナ リが何 かの 意志に よ つ て 

冷めたい 石の 姿に ちぢんで 行きつ つ あるよう に 見えた _ 

と、 彼の 全身 は 静かに ふるえ はじめていた。 ふるえ は 

次第に 高くなる。 少しずつ。 実に、 少しずつ。 満潮の 

静かな キザシ が 数日後の 颱風の 怒濤にまで 少しずつ 少 

しずつ 高まる もの を 示して いると 同じような 緩慢な 過 

程に 見えた。 

ところが、 その 次の 一瞬間に 起った ことが、 それ を 

注視しつつ あった 各人に よっても、 まるで 違った 物 を 



影 は、 そこに、 倒れて いた。 大 伴宗久 は、 彼が 立ち 

すくんで いた 場所に、 今や、 ただ 倒れて いただけ であつ 

た。 

大 博士た ちと 大 貴族た ちとに よる 鑑定人 も 立会人 も、 

相手の 身分 を 考慮して 意見の 発表 を ためらう ような 考 

慮 も いらなかった が、 第 一 、 相談まで にも 及ばす、 各々 

が 目 を 見合せ て 総てが 一 決してい たような もので あつ 

た。 

侯爵 大伴 宗久 は、 その 倒れた 位置から 精神病院の 一 

室へ 運び去られて しまったの である。 否、 彼 は その 位 

置に 倒れた 時から、 もう g 爵 ではな か つ たと 言うべき 



かも 知れない。 否、 その 瞬間から、 人間です らもな かつ 

たか も 知れない。 そこに 倒れて いた もの は、 もはや 影 

にす ぎなかった、 と言うべき であるか も 知れない。 

南国の 一 角に 千年の 王者であった 大伴家 はこの 一 瞬 

に 亡びた のであろう か。 あとに 残った もの は、 ただ 莫 

大な 財宝 だけであった。 それ はシ ノブの 手に 帰した も 

のであろう か。 

* 

宇佐美 通太郎 は、 妻の 語る 現実の 悲劇 を、 そして、 



かった から、 義兄の 風 変り な 結婚 も、 その 妹と 結婚し 

た 自分の ことす らも、 大伴 家の 財産 をめ ぐる 誰かの 意 

図に よる もの だと いう こと を 久しく 気附 かな か つた ほ 

どで ある。 

しかし、 それに 気がついた 今日に 至って、 義兄が 廃 

人と して 精神病院の 一 室へ 運び去られ たこの 悲劇の 終 

幕 を 知る と、 この 劇の 性格 や 秘められた 意図 を 劇の ソ 

モソモ の 始めから 見直して、 考え直す 必要が あると い 

うこと に 彼 ほど 鋭く 心のう ごいた 者はなかった かも 知 

t な レ 

彼 は 己が 妻の 観察 を 信じて いた。 なぜなら 彼女の 心 



義兄 は 多くの 衝撃 をう けなかった の だな」 

と、 通 太郎は 心の中に、 一 ッの 事実 を 確認した。 

義兄の 態度が 心に うけた 激しい 衝撃 を マ ザ マ ザと 示 

したの は 「三人の 女が 同時に 並んで 立って いるの を 見 

た」 ときから であった。 

ここに、 どれ だけの 差が あるので あろう か。 三人の 

姿が 一 人ず つ 現れた ことと、 三人 同時に 並んだ ことに。 

義兄 は 三人の 女 は 同一の 一人で ある、 と 信じて いる。 

その 言葉 は、 通 太郎も 自分の 耳に たしかに 聞いた。 義 

兄は異 つた 三体が 同一 人物の 物で ある こと を 信じて い 

るのに、 W ずる 事実 を 目の前に 見て 衝撃 をう ける イワ 



みんな 思 いだして いたのに、 この- J とだけ がどうして 

思いだ せなかつ たの かしら」 

思いだ してみ ると、 バカバカしい ほど 単純な 事実 で 

あった。 

克 子が ゆうべ どうしても 思いだ せなかった ことと 云 

うの は、 彼女が 一夜つ きそって いた 兄の 枕頭 を はなれ 

て、 別室に 待つ 人々 に、 異状な く 過ぎた 一夜の 様子と、 

むしろ 兄 は 安静 を 得て 快方に 向い つ つ ありと 判断し う 

る 吉報な ど を 報告に でかけた 時の ことで ある。 

その 部屋に シ ノブの 姿はなかった が、 キミ 子と カヨ 

子 はいた、 その 二人 を 見た 瞬間に 克 子はシ ノブの 分身 



して 鑑定して いただかなければ ならない。 出発 を 急 ご 

うで はない か」 

二人 はにわ かに 身支度 をと とのえ ると、 馬車 を 急が 

せて 神楽 坂の 新十郎 邸へ まっしぐらに 走った。 そして 

新 十郎に 対面して、 二人が 今までに 見聞した こと を 一 

ッも 漏らす ことがない ようにと 注意 深く 語り 終った の 

であった。 

* 

ザ J の 出来事の 裏に 犯罪が ありと すれば 由々 しい 大事 



ろい 東京に も はじめてで すが、 二週間 前と 今と では、 

同じ 物 は 間 どり だけと 御 承知の 上なら ば、 どうぞ 御自 

由に 御 見物 下さい ませ」 

新 十郎は 喜んだ。 そして 部屋 部屋 を 一 巡した が、 

ロッテ ナム 美人 術と いう 特別な 術 を 施し、 そこ ここに 

貴婦人が やすみ、 また その 裸体 を 横たえた であろうよ 

うな 妖しい 現実 を 今 も 句 わせて いるよう な 何物 も 見出 

す こと はでき なか つ た。 

「 ァ J の 広間が 手術室 だそう です が、 ロッテ ナム 夫人が 

施した 特別の 部屋の 飾り は、 窓 や 寝台に 幕 を たれ、 諸 

方に 鏡 を 立てた 程度の 装飾で、 ただ 寝台の まわり を 黒 



けです- 

「では その 事情 を 承知で ロッテ ナム 夫人が 借用 を 申込 

ん だのです ね」 

「懇意な 方 を 介して 至 つ て 気軽な お 話が あ つたので す。 

何 か 世間 を アツと いわせる 美人 術 だとのお 話で、 どう 

せ 用の ない 建物です から、 その 知人の 方 も イタ ズラ半 

分に 申し こみ、 私 も イタ ズラ 半分の 気持で とりきめて 

しまった 約束でした。 もっとも 私が ロッテ ナム 夫人に 

お貸しし たの は 階下 だけです。 それで 充分 だとの 申込 

みだった のです」 

「そうでし たか。 この 建物 も 奇妙な お 役に立つ たもの 



テ ナム 夫人が 大伴 さまの 侍女た ちと 二階の 寝室へ トン 

トンと でかける ことが チヨ ク/^ あ つたよう だから、 

大伴 さまが 特別の 美人 術 を うけてい たの はゥソ ではな 

かろう」 

「ロッテ ナム 夫人が 立ち去る ときには、 大伴 夫人の 個 

人 用の 手術台まで 持 去った のかね」 

「私が それに 気が ついた 時はなかった よう だが、 ここ 

に 置い とく 害 はな かろうよ。 他人に 使わせたくない 特 

別な 物 だから、 ロッテ ナム 夫人が 持ち去らなければ 大 

伴 さまが 自宅へ 持ち去る にき ま つ てら ァな」 

新 十郎は 厚く 婦人に 礼 をのべ て 辞去した が、 その 足 



と、 一 枚の 紙 を とりだして 渡した。 その 紙に は、 

「貴殿が 口 ッ テ ナム 美人 館 を 訪問 せられし 折に 招ぜら 

れ たる 手術室 は、 階下な りし や、 階上な りし や」 

実に 通太郎 夫妻に と つ て は 意外 千万と いう ほかにな 

い 質問が たった 一 ッ 書かれて いただけであった。 克子 

は 呆れて、 

「本当に こんな こと を 訊ねても よろしい のでし ようか _ 

兄 上が ロッ テ ナム 美人 館 へ 行った ことがあ つたと は 想 

像す る こと もで きな いのです が」 

「大伴 家で は 誰に も 想像ので きないよ うな こと だけが 

起って いるので すよ。 です が、 この 質問に、 もしも 私 



「ロッテ ナム 美人 術 は 開店と 同時に 日本の 貴婦人の 関 

心 を 最大限に 集める- J とがで きた ほど、 恐らく 多額な 

資金 を 物と もせぬ 万全な 宣伝と 用意の もとに 発足し な 

が ら、 悪評 を 受け て のち 没落に 至る まで のダ ラシない 

不用意と 無力 さは、 前者の 性格から はいかに しても 導 

くこと がで きない 性質の ものでした。 開店の 当日に は 

すでに 日本の 貴婦人た ちの 関心 を 完全に とらえて いた 

という 驚くべき 充実した 用意 や 実力に よれば、 すくな 

くと も 貴婦人の 魅力 を 相当の 年月に わた つ て 支える 用 

意 も 実力 も 当然 あるべき 害の ものです。 前後 二 ッの性 

格が あまり かけ 離れて 違って いるから、 ニッの 性格の 
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